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山本好 弘 ( 三 重 大 学 工 学部技術部)

平成 1 6 年 2 月 2 6 日 ､ 2 7 日 の 両 日 ､ 高 エ ネ

ル ギ ー 加 速器研 究機構 に お い て 開催された ､

｢ 平成 1 5 年度高 エ ネル ギ
ー 加 速器研 究機 構

技術研 究会｣ に 参加 し ､ 様 々 な情報を得ること

が出来た の で ､
そ の概 要 に つ い て報告 する｡

技術研 究会は 昭 和 5 1 年 に分子 化 学研 究

所から始まり､ 高 エ ネル ギ ー 研 究所 ､ 核融合科

学研 究所 の 3 研 究所 で 開 催され てきた ｡ 今 日

で は
､
3 研 究 所に加 えて各大 学でも開 催される

ようになり､ 今 回で 2 9 回 目を迎 える｡

今 研 究 会 で は ､
5 つ の 分科 会及 びポ ス タ

ー

セ ッ シ ョ ン に 対 し 7 7 件発 表 参加( 表 参 照) があ

り､
7 つ の 会場で行 われた｡ 第 5 分科会 ､ 情報 ･

ネットワ
ー

ク技術 に つ い て は ､
2 日 目 から2 会場

に 分 か れ て 行 わ れ た ｡ また ､
全 国 の 大 学( 3 9

校) ､ 高専(1 1 校) ､ 研 究機関(8 機 関) およびメ

ー

カ( 2 社) から 4 0 7 名 の 参加 があっ た ｡ なお ､

三 重 大 学からは ､ 2 件( 口 頭 ､ ポ スタ
ー

) の 発 表

および 5 名 の 参加とな っ た｡

表 分科会別 の 発 表件数

分科会 分 野 名 発 表件数

1 工 作技術 1 6

2 低 温技術 1 0

3 計測 . 制御 . 回 路 1 6

4 装置技術 1 3

5 情報ネットワ ー ク技術 2 2

ポ スタ ー セ ッシ ョ ン 4 5

口 頭発 表 で は ､ 技 術部ネットワ ー

クグル ー プ

6 名 の 連名( 発 表者 伊藤篤 ､ 梅 田 直 明 ､ 中村

勝 ､ 新美治利 ､ 平 山 か ほ る､ 山 本 好 弘) で ｢ 技

術部運 用 ･ 管理 シ ス テム の 開発 事例紹介｣ と題

して発 表を行 っ た ｡ 技術 部 の 再 組 織化 による

新 たな 業務 体系 の 運 用 ･ 管理 をサ ポ ー トする

為 の シ ス テ ム 開発 を以 前から行 っ て おり､ 今回

は運 用開始前 の シ ス テ ム に つ い て の 開発事例
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を中 心 に 発 表を行 っ た( 前 回 の 技術研 究会 で

は 概 要 に つ い て報告) ｡ こ の 発 表 に対 し, 依頼

業務 の 手 順
､
こ の シ ステ ム を使用 した際の 運 用

方法 に つ い て などの 質疑 ･ 討論が行 われ た｡

ポ スタ ー 発 表 で は
､
口 頭発 表と同 じくネットワ

ー

クグ ル ー プ 6 名 の 連 名( 発 表 者 山 本好 弘 ､

梅 田 直 明 ､ 中村 勝 ､ 新美 治利 ､ 平 山か ほる ､

伊 藤 篤) で ｢ 技術 部 運 用 ･ 管理 シ ス テ ム の 紹

介｣ と題 して 行 っ た｡ こ の 発 表 で は ､ 口 頭 発 表

による開 発 事 例 をは じめ
､ 新 たな業務 体系 下

で の 運 用 等も含 め た シ ス テ ム 全 体 の 報告を行

っ た ｡ こ の 発 表 に お い ても独 立行 政 法 人 - の

移 行間 近ということもあり､ 技術 部 の 組 織 形 態

や運 用 方 法 に つ い て の 有意 義な意 見 交 換を

行うことが できた｡ また ､ 既 に依 頼業務を行 っ て

い る大 学 からは ､ 透 明性 に つ い て の 評価 を頂

い た ｡ こ の 他 にもデ ー

タ ベ
ー

ス の モ デ ル 化 や

Z e n d による P H P の プ ログラム に 関する技術的

な情報 交換も行うことが できた ｡

なお ､
こ の ようなシ ステ ム による運 用 の 事例が

少 な い の か概 ね好評で あり､ また様 々 な意見 を

頂くことが 出来た の で
､ 今後 の 開発 ､ 運 用 に 有

効に反 映させ て行きたい ｡

技術 研 究会 報告 集 に つ い て は ､ 今 回 は 冊

子 で は なく ､ 各 p D F フ ァ イ ル を 収 録 し た

C D - R O M の 形 で 当 日 配 布され た ｡ なお ､
W e b

上 に は 事前 に公 開され て いたが ､ 当 日 急 に必

要 にな っ た時は 対応 が難し いと思 える( なお ､

ゲ スト用 無線 L A N の アクセス ポイントが事前 に

公 開され ては い た) ｡ 報告集が p D F フ ァイル の

場 合 の ポス タ ー

発 表で は ､ 事前 に 当 日 配 布 用

の プリントを用 意して 置くことをお勧 めする｡

最 後 に ､ 技 術職 員 の 情 報 交換 ､ 自 己 研 鎮

の 場として 定着 してきた技 術研 究会が ､ 今後も

開催され続 けることを希望します｡


